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News &
Report

講習100周年記念企画を実施！

千葉県支部では、日赤講習100周年を記念して、独自企
画を実施しています！

講習を受講された皆さまから、受講の感想や指導員へ
のメッセージを募り、地域奉仕団の皆さまが心を込めてデ
ザインした模造紙に飾ります。完成した作品は、千葉県赤
十字会館1階の展示スペース「ギャラリー糸杉」にて展示し
ます！

ぜひ、皆さまの想いのこもった展示をご覧にお越しくだ
さい！

ご当地ハートラちゃん爆誕！
～命名 ピーナッツ飛行機ハートラちゃん～

なんとぬいぐるみ化！

今年５月に全国一斉お披露目となった「ご当地ハートラ
ちゃん」。我らが千葉県に舞い降りてきたのは「ピーナッツ
飛行機ハートラちゃん」です！ 

そしてなんと、有志の方が千葉県支部の広報活動を盛り
上げるため、ピーナッツ飛行機のぬいぐるみを製作して下
さりました！ハートラちゃん（大）がすっぽり搭乗できるサ
イズ！とってもかわいらしいですね！

日本赤十字社の活動は、皆様からお寄せいただく活動資金によって支えられており、赤十字活動の「大きな力」となっています。
※令和７年第３～第４四半期に千葉県支部へ直接10万円以上のご寄付をいただき、掲載をご了承いただいた法人(団体)をご紹介しています。

赤十字スポンサーのご紹介

株式会社 エスコーポレーション（船橋市）
有限会社 エヌテック（千葉市美浜区）
株式会社 オアシスグループ（君津市）
学校法人 秀明学園 秀明大学（八千代市）
株式会社 サンアドバンス（柏市）
ＣＳネットワーク 株式会社（千葉市中央区）

ＳＨＵＫＥＮ ＧＲＯＵＰ 株式会社（千葉市稲毛区）
株式会社 熟成ワイン屋（我孫子市）
株式会社 シンク・ラボラトリー（柏市）
第一生命保険株式会社（東京都江東区）

「小さな親切」運動ちばぎん支部（千葉市中央区）
電力総連（千葉市中央区）

株式会社 鶴亀吉祥（船橋市）
日本大学松戸歯学部教職員会（松戸市）
株式会社 ファースト（千葉市若葉区）
本土寺（松戸市）
米屋産業 株式会社（成田市）
ヨロズヤ米穀店（香取市）

講習事業100周年特集号
赤十字講習の歴史と今

いのちをまもる勇気  つないだ100年  これからも

赤十字スポンサーとは
赤十字の理念に賛同し、一定額以上の活
動資金のご協力をいただいた法人・団体
の皆様です。日本赤十字社千葉県支部か
ら、スポンサーの皆さまが行う社会貢献
活動にご協力いたします。

千葉県支部HP
スポンサー制度について赤十字スポンサーロゴマーク

赤十字からのご提供内容
1.「赤十字スポンサー」認定証を発行します。
2.日本赤十字社千葉県支部の広報媒体で、スポ

ンサー名を広報します。
3.赤十字のコンテンツで、スポンサーの行う社内

研修を承ります。（例：救急法等講習会、防災・
減災セミナー）

4.スポンサーの行うイベント等へ協力・後援します。
（社会貢献活動等、非営利なイベントに限ります。）

5.スポンサーロゴマークをご利用いただけます。
6.赤十字支援マークをご利用いただけます。
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大正15年12月に「赤十字衛生講習会」が始まってから、今年で100年。これ
までに延べ2,100万人もの方々が赤十字の講習を受講されました。これまで
の講習事業を振り返るとともに、いのちを守る勇気を未来へとつなぐため、
現在、千葉県支部が取り組んでいる講習普及活動についてご紹介します。

日本赤十字社
講 習 事 業100周年

振
込

用
紙

の
使

い
方

日本赤十字社講習事業関連年表

講習を支えるボランティア指導員

講習回数 日本一

現在の講習プログラム
救急法

「動画で見る一次救命処置」（約18分）

その他、積雪地域の支部では雪上安全法の講習会を実施しています。
水上安全法
●水の事故防止
●泳ぎの基本
●溺れた人の
　救助方法
 など

幼児安全法
●子どもに多い
　事故の予防
●急病の看病
●乳幼児の心肺蘇生
 など

健康生活支援講習
●車椅子の使用方法
●フレイル予防
●認知症予防
 など

赤十字の講習会を支えるのは、地域の各種指導員です。現在、千葉県内では400
名を超える指導員が各地で活躍しており、そのほとんどがボランティアとして熱意を
持って活動しています。近年、講習会の需要はますます高まっており、千葉県支部で
は一人でも多くの方に届けるため、指導員の新規養成に毎年取り組んでいます。

千葉県支部は、全国の支部の中で年間の講習回数・受講者数ともに第1位を誇りま
す。千葉県赤十字会館や成田赤十字病院での開催にとどまらず、小・中・高等学校、
大学・専門学校、企業、行政機関など、幅広い現場への出張講習も行っています。

日赤では2019年から、ラオス
国内で救急法を普及するための
指導員の養成や資機材の整備な
ど、ラオス赤十字社が行う救急
法普及事業を支援しています。
千葉県支部では、2023年２月
の職員派遣に続き、今年２月にも
救急法の普及支援のため職員を
１名派遣しました。

動画で学ぶ赤十字講習
百聞は一見に如かず！赤十字の講習で実際にお伝えしている内容の
一部を動画でご覧いただけます。画像右側のQRコードをお手元の端末
でスキャンいただくと、動画のページにアクセスできます！

ラオス救急法
普及支援事業

千葉県支部HP「講習会のご案内」

History

1887 「救急法」との出会い
ドイツ軍医による教科書「普通救急新法」の日
本語訳出版。日本に「救急法」がもたらされる。

1926 講習事業開始
「衛生講習会」として日赤の講習事業が開始。救
急法と家庭看護法、衛生に関する内容を伝えて
いた。このころの講習は、まだ一般市民に開か
れたものではなかった。

1945 終戦
第二次世界大戦終結。平時事業の重要性が再
認識される。

1949 アメリカ赤十字社に倣って
在日米軍基地でアメリカ赤十字社による救急法
指導者の養成講習会が開かれる。翌年、アメリカ
赤十字社のテキストを参考に『救急法読本』を発
行。一般市民への講習普及に注力し始める。

1977
1976～

もっと広げたい
日赤創立１００周年事業の一環として、講習内
容を大幅に改編。新たに発行された『赤十字救
急法教本』と『家庭看護』では図解やイラストが
増え、より分かりやすい内容となった。

1987 心臓マッサージ元年
医師会の提言を受け、心臓マッサージを含む
「蘇生法講習」を開始。

2004 AED の登場
一般市民でもＡＥＤが使用可能となったこの
年、赤十字は短期講習「ＡＥＤの使用に関する
救急法」を開始。

2009 健康生活支援講習の始まり
高齢者の自立を目指した介護に焦点を当てた従
来の「家庭看護法講習」を「健康生活支援講習」
に改編。健康増進・介護予防などを加えた。

2026 赤十字講習事業１００周年

和訳された
『普通救急新法』 「衛生講習会実施要項」(1926)

「在郷救護看護婦への講習教育」
(1959)

家庭看護法講習

屋内に設置されたAED

「水に落ちてもあわてない！ 着衣泳で命を守ろう」（約14分）

『赤十字救急法教本』中の図解

令和７年度講習実施回数・受講者人数

救急法

1,135 回

31,980 人

水上安全法

67 回

2,684 人

幼児安全法

140 回

3,326 人

92 回

2,851人

合 計

1,434 回

40,841人

健康生活
支援講習

実施回数

受講者人数

●事故防止
●けがの手当て
●心肺蘇生
●AEDの使い方
 など
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大正15年12月に「赤十字衛生講習会」が始まってから、今年で100年。これ
までに延べ2,100万人もの方々が赤十字の講習を受講されました。これまで
の講習事業を振り返るとともに、いのちを守る勇気を未来へとつなぐため、
現在、千葉県支部が取り組んでいる講習普及活動についてご紹介します。

日本赤十字社
講 習 事 業100周年

振
込

用
紙

の
使

い
方

日本赤十字社講習事業関連年表

講習を支えるボランティア指導員

講習回数 日本一

現在の講習プログラム
救急法

「動画で見る一次救命処置」（約18分）

その他、積雪地域の支部では雪上安全法の講習会を実施しています。
水上安全法
●水の事故防止
●泳ぎの基本
●溺れた人の
　救助方法
 など

幼児安全法
●子どもに多い
　事故の予防
●急病の看病
●乳幼児の心肺蘇生
 など

健康生活支援講習
●車椅子の使用方法
●フレイル予防
●認知症予防
 など

赤十字の講習会を支えるのは、地域の各種指導員です。現在、千葉県内では400
名を超える指導員が各地で活躍しており、そのほとんどがボランティアとして熱意を
持って活動しています。近年、講習会の需要はますます高まっており、千葉県支部で
は一人でも多くの方に届けるため、指導員の新規養成に毎年取り組んでいます。

千葉県支部は、全国の支部の中で年間の講習回数・受講者数ともに第1位を誇りま
す。千葉県赤十字会館や成田赤十字病院での開催にとどまらず、小・中・高等学校、
大学・専門学校、企業、行政機関など、幅広い現場への出張講習も行っています。

日赤では2019年から、ラオス
国内で救急法を普及するための
指導員の養成や資機材の整備な
ど、ラオス赤十字社が行う救急
法普及事業を支援しています。
千葉県支部では、2023年２月
の職員派遣に続き、今年２月にも
救急法の普及支援のため職員を
１名派遣しました。

動画で学ぶ赤十字講習
百聞は一見に如かず！赤十字の講習で実際にお伝えしている内容の
一部を動画でご覧いただけます。画像右側のQRコードをお手元の端末
でスキャンいただくと、動画のページにアクセスできます！

ラオス救急法
普及支援事業

千葉県支部HP「講習会のご案内」

History

1887 「救急法」との出会い
ドイツ軍医による教科書「普通救急新法」の日
本語訳出版。日本に「救急法」がもたらされる。

1926 講習事業開始
「衛生講習会」として日赤の講習事業が開始。救
急法と家庭看護法、衛生に関する内容を伝えて
いた。このころの講習は、まだ一般市民に開か
れたものではなかった。

1945 終戦
第二次世界大戦終結。平時事業の重要性が再
認識される。

1949 アメリカ赤十字社に倣って
在日米軍基地でアメリカ赤十字社による救急法
指導者の養成講習会が開かれる。翌年、アメリカ
赤十字社のテキストを参考に『救急法読本』を発
行。一般市民への講習普及に注力し始める。

1977
1976～

もっと広げたい
日赤創立１００周年事業の一環として、講習内
容を大幅に改編。新たに発行された『赤十字救
急法教本』と『家庭看護』では図解やイラストが
増え、より分かりやすい内容となった。

1987 心臓マッサージ元年
医師会の提言を受け、心臓マッサージを含む
「蘇生法講習」を開始。

2004 AED の登場
一般市民でもＡＥＤが使用可能となったこの
年、赤十字は短期講習「ＡＥＤの使用に関する
救急法」を開始。

2009 健康生活支援講習の始まり
高齢者の自立を目指した介護に焦点を当てた従
来の「家庭看護法講習」を「健康生活支援講習」
に改編。健康増進・介護予防などを加えた。

2026 赤十字講習事業１００周年

和訳された
『普通救急新法』 「衛生講習会実施要項」(1926)

「在郷救護看護婦への講習教育」
(1959)

家庭看護法講習

屋内に設置されたAED

「水に落ちてもあわてない！ 着衣泳で命を守ろう」（約14分）

『赤十字救急法教本』中の図解

令和７年度講習実施回数・受講者人数

救急法

1,135 回

31,980 人

水上安全法

67 回

2,684 人

幼児安全法

140 回

3,326 人

92 回

2,851人

合 計

1,434 回

40,841人

健康生活
支援講習

実施回数

受講者人数

●事故防止
●けがの手当て
●心肺蘇生
●AEDの使い方
 など
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News &
Report

講習100周年記念企画を実施！

千葉県支部では、日赤講習100周年を記念して、独自企
画を実施しています！

講習を受講された皆さまから、受講の感想や指導員へ
のメッセージを募り、地域奉仕団の皆さまが心を込めてデ
ザインした模造紙に飾ります。完成した作品は、千葉県赤
十字会館1階の展示スペース「ギャラリー糸杉」にて展示し
ます！

ぜひ、皆さまの想いのこもった展示をご覧にお越しくだ
さい！

ご当地ハートラちゃん爆誕！
～命名 ピーナッツ飛行機ハートラちゃん～

なんとぬいぐるみ化！

今年５月に全国一斉お披露目となった「ご当地ハートラ
ちゃん」。我らが千葉県に舞い降りてきたのは「ピーナッツ
飛行機ハートラちゃん」です！ 

そしてなんと、有志の方が千葉県支部の広報活動を盛り
上げるため、ピーナッツ飛行機のぬいぐるみを製作して下
さりました！ハートラちゃん（大）がすっぽり搭乗できるサ
イズ！とってもかわいらしいですね！

日本赤十字社の活動は、皆様からお寄せいただく活動資金によって支えられており、赤十字活動の「大きな力」となっています。
※令和７年第３～第４四半期に千葉県支部へ直接10万円以上のご寄付をいただき、掲載をご了承いただいた法人(団体)をご紹介しています。

赤十字スポンサーのご紹介

株式会社 エスコーポレーション（船橋市）
有限会社 エヌテック（千葉市美浜区）
株式会社 オアシスグループ（君津市）
学校法人 秀明学園 秀明大学（八千代市）
株式会社 サンアドバンス（柏市）
ＣＳネットワーク 株式会社（千葉市中央区）

ＳＨＵＫＥＮ ＧＲＯＵＰ 株式会社（千葉市稲毛区）
株式会社 熟成ワイン屋（我孫子市）
株式会社 シンク・ラボラトリー（柏市）
第一生命保険株式会社（東京都江東区）

「小さな親切」運動ちばぎん支部（千葉市中央区）
電力総連（千葉市中央区）

株式会社 鶴亀吉祥（船橋市）
日本大学松戸歯学部教職員会（松戸市）
株式会社 ファースト（千葉市若葉区）
本土寺（松戸市）
米屋産業 株式会社（成田市）
ヨロズヤ米穀店（香取市）

講習事業100周年特集号
赤十字講習の歴史と今

いのちをまもる勇気  つないだ100年  これからも

赤十字スポンサーとは
赤十字の理念に賛同し、一定額以上の活
動資金のご協力をいただいた法人・団体
の皆様です。日本赤十字社千葉県支部か
ら、スポンサーの皆さまが行う社会貢献
活動にご協力いたします。

千葉県支部HP
スポンサー制度について赤十字スポンサーロゴマーク

赤十字からのご提供内容
1.「赤十字スポンサー」認定証を発行します。
2.日本赤十字社千葉県支部の広報媒体で、スポ

ンサー名を広報します。
3.赤十字のコンテンツで、スポンサーの行う社内

研修を承ります。（例：救急法等講習会、防災・
減災セミナー）

4.スポンサーの行うイベント等へ協力・後援します。
（社会貢献活動等、非営利なイベントに限ります。）

5.スポンサーロゴマークをご利用いただけます。
6.赤十字支援マークをご利用いただけます。
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News &
Report

講習100周年記念企画を実施！

千葉県支部では、日赤講習100周年を記念して、独自企
画を実施しています！

講習を受講された皆さまから、受講の感想や指導員へ
のメッセージを募り、地域奉仕団の皆さまが心を込めてデ
ザインした模造紙に飾ります。完成した作品は、千葉県赤
十字会館1階の展示スペース「ギャラリー糸杉」にて展示し
ます！

ぜひ、皆さまの想いのこもった展示をご覧にお越しくだ
さい！

ご当地ハートラちゃん爆誕！
～命名 ピーナッツ飛行機ハートラちゃん～

なんとぬいぐるみ化！

今年５月に全国一斉お披露目となった「ご当地ハートラ
ちゃん」。我らが千葉県に舞い降りてきたのは「ピーナッツ
飛行機ハートラちゃん」です！ 

そしてなんと、有志の方が千葉県支部の広報活動を盛り
上げるため、ピーナッツ飛行機のぬいぐるみを製作して下
さりました！ハートラちゃん（大）がすっぽり搭乗できるサ
イズ！とってもかわいらしいですね！

日本赤十字社の活動は、皆様からお寄せいただく活動資金によって支えられており、赤十字活動の「大きな力」となっています。
※令和７年第３～第４四半期に千葉県支部へ直接10万円以上のご寄付をいただき、掲載をご了承いただいた法人(団体)をご紹介しています。

赤十字スポンサーのご紹介

株式会社 エスコーポレーション（船橋市）
有限会社 エヌテック（千葉市美浜区）
株式会社 オアシスグループ（君津市）
学校法人 秀明学園 秀明大学（八千代市）
株式会社 サンアドバンス（柏市）
ＣＳネットワーク 株式会社（千葉市中央区）

ＳＨＵＫＥＮ ＧＲＯＵＰ 株式会社（千葉市稲毛区）
株式会社 熟成ワイン屋（我孫子市）
株式会社 シンク・ラボラトリー（柏市）
第一生命保険株式会社（東京都江東区）

「小さな親切」運動ちばぎん支部（千葉市中央区）
電力総連（千葉市中央区）

株式会社 鶴亀吉祥（船橋市）
日本大学松戸歯学部教職員会（松戸市）
株式会社 ファースト（千葉市若葉区）
本土寺（松戸市）
米屋産業 株式会社（成田市）
ヨロズヤ米穀店（香取市）

講習事業100周年特集号
赤十字講習の歴史と今

いのちをまもる勇気  つないだ100年  これからも

赤十字スポンサーとは
赤十字の理念に賛同し、一定額以上の活
動資金のご協力をいただいた法人・団体
の皆様です。日本赤十字社千葉県支部か
ら、スポンサーの皆さまが行う社会貢献
活動にご協力いたします。

千葉県支部HP
スポンサー制度について赤十字スポンサーロゴマーク

赤十字からのご提供内容
1.「赤十字スポンサー」認定証を発行します。
2.日本赤十字社千葉県支部の広報媒体で、スポ

ンサー名を広報します。
3.赤十字のコンテンツで、スポンサーの行う社内

研修を承ります。（例：救急法等講習会、防災・
減災セミナー）

4.スポンサーの行うイベント等へ協力・後援します。
（社会貢献活動等、非営利なイベントに限ります。）

5.スポンサーロゴマークをご利用いただけます。
6.赤十字支援マークをご利用いただけます。

CH
IBA

2026
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ご寄付は
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